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玄米機能成分、γ-オリザノールによる脳機能改善 

－新規分子メカニズムの解明と玄米発酵飲料の開発－ 
 
試験研究計画名： 食シグナルの認知科学の新展開と脳を活性化する次世代機能性食品開発

へのグランドデザイン 

研究代表機関名： 国立大学法人 東京大学 

 

背景とねらい： 
種々の疫学的な研究から、難消化性穀物による糖尿病予防効果や動脈硬化性疾患予防

効果が明らかとなっていますが、効果効能に関わる分子メカニズムには不明な点が多く

残されていました。本研究では、我が国の食の象徴であるコメに注目し、五穀の中でも

米糠（玄米）に特異的かつ高濃度に含有される機能成分である、γ-オリザノールが担う

脳機能改善効果の仕組みを解明し、γ-オリザノールの作用を活かした玄米発酵飲料の開

発と社会実装を試みました。 

 

特長と効果： 
γ-オリザノールが分子シャペロンとして機能し、視床下部の小胞体ストレスを緩和す

ることで動物性脂肪依存から脱却させ、肥満症・糖尿病を改善させることを一連の動物

実験で実証しました。また、動物性脂肪の習慣的摂取が惹起する脳内報酬系のドパミン

受容体（D2R）シグナル低下に注目してエピゲノムの関与を解析した結果、動物性脂肪は

脳内において部位特異性を持って炎症・小胞体ストレス・ゲノム修飾を惹起し、視床下

部では炎症や小胞体ストレスを、一方、脳内報酬系（線条体）ではエピゲノム変化を誘

導し、両面から動物性脂肪に対する依存性を形成することを明らかにしました。さらに、

γ-オリザノール

が脳内報酬系（線

条体）に作用し、

DNAメチル基転移

酵素活性を抑制

するエピゲノム・

コントローラー

として機能する

ことにより、“満

足できない脳”を

“足るを知る脳”

に変えるという、

新規の分子メカ

ニズムを明らか

にすることがで

きました（右図）。  
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また、一回飲用量中に茶碗 2杯半の玄米に含有される量に匹敵するγ-オリザノール

を含む玄米発酵飲料プロトタイプの開発とヒト介入試験を実施し、肥満症・糖脂質代謝

異常・脂肪肝・腸内フローラバランス異常に対して、優れた改善効果を有することを明

らかにしました。さらに 2種類の製品（玄米オリザーノⓇ冷蔵保存タイプ、常温保存タ

イプ）を上市し、SIPの研究成果を社会実装に結び付けることにも成功しました。 

 

社会実装の対象と可能性： 
玄米、特に、主要な機能成分の一つであるγ-オリザノールが担う、多彩な脳機能活性

化作用・代謝改善作用が明らかとなりました（下図）。またその成果と連動させ、肥満

症、糖代謝異常、脂質代謝異常、脂肪肝などの生活習慣病に対して優れた改善効果を有

する 2 種類の新規食品の開発に成功し、社会実装に結び付けることができました。人生

100 年時代が現実味

を帯びる我が国にお

いて、今後重要性を

増すのは、疾病が重

症化してから高額な

医療・医薬に頼るこ

とではなく、日々の

食事の質を良好に保

つことにあります。

本研究の成果は、時

代の要請に適合する

プロトタイプの一つ

であり、さらなる多

機能性を有する機能

性商品の開発や食の

科学的エビデンス構

築に寄与することが

期待されます。 
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